
話題の話題の｢布ぞうり作布ぞうり作り｣に挑戦に挑戦話題の｢布ぞうり作り｣に挑戦
いきいきシルバー講座
（３月４日　市民センター）

広報

ちょうしちょうし
20092009

4
2009

4

この号には「市民センターだより」を折り込んであります

平成20年度 市民意識調査結果 ……… ２～５

定額給付金・子育て応援特別手当
今後の手続きの流れ …………………… 　７



７割以上の人は
　銚子が好き

約７割の人が
　銚子に住み続けたい

医療・福祉環境と
就労環境の充実を強く望む

好きだ
30.1％

いまのところに
ずっと住むつもりである

65.4％

市内の別の
地域に移りたい

4.1％

できれば市外
に移りたい
14.9％

すぐにでも
市外に
移りたい
3.7％

わからない
10.7％

好きではない
5.0％

どちらともいえない
11.1％

未回答
1.1％

未回答
1.2％

まあ好きだ
41.8％

あまり好きでは
ない
10.9％

問
合
せ　

秘
書
政
策
課
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
環
境
へ
の
評
価
や
満
足
度
、
市
政
に
関
す
る

意
識
・
要
望
を
把
握
す
る
た
め
、
「
市
民
意
識
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

た
び
、調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
２

〜
５
面
に
掲
載
）
。
く
わ
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
次
期
基
本
計
画
の
策
定
や
行
政
運
営
の
参
考

資
料
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

調査方法
調査地域　銚子市内全域
調査対象　市内に居住する満20

歳以上の男女
標 本 数　2,500人
抽出方法　住民基本台帳からの

無作為抽出
調査方法　郵送配布・郵送回収

（無記名）
調査期間　平成20年10月27日
　　　　　　　　～11月14日

調査項目（全30問）
① 生活環境の評価と需要
② 銚子市の特徴や資源
③ 地域コミュニティー・社会
　 活動
④ 銚子市の個別の施策
⑤ 市政全般、市役所について
⑥ 今後のまちづくりについて

回収結果
有効回答数　1,321件
回　収　率　 52.8％

※回答の比率(％)は小数点第２位
を四捨五入しているため、合計が
100％にならない場合があります。

※複数回答の設問は、すべての比
率を合計すると100％を超えるこ
とがあります。

問　

あ
な
た
は
、
今
お
住
ま
い
の
地
域
が

お
好
き
で
す
か
。

問　

あ
な
た
は
、
今
お
住
ま
い
の
地
域
に

住
み
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

問　

あ
な
た
は
、
次
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
の
生
活
の
中

で
ど
の
程
度
満
足
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
あ
な
た
の
生
活
に

と
っ
て
ど
の
程
度
必
要
な
こ
と
で
す
か
。

居
住
地
域
で
の
定
住
意
向

居
住
地
域
の
好
感
度

生
活
環
境
の
満
足
度
・
重
要
度

満足度も重要度も
比較的低い

今後の充実が
強く期待されている

ある程度
満足している

さらなる充実が
期待されている

満足度（高）

満足度（低）

重要度（低） 重要度（高）

◆衛生環境

◆消費環境

◆
文化・学習環境

◆就労環境

医療・福祉環境
◆

◆住環境

◆防災環境

地域環境　
◆

余暇環境◆

子育て環境　
◆

活動環境　
◆

施
策
要
望
の
ト
ッ
プ
は

施
策
要
望
の
ト
ッ
プ
は

　
　
　
　

保
健
保
健
・
医
療
の
充
実

医
療
の
充
実

施
策
要
望
の
ト
ッ
プ
は

　
　

保
健
・
医
療
の
充
実

① 

生
活
環
境
の
評
価
と
需
要
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